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第３回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第５問 サ、シス数学Ⅱ・Ｂ

見通しを立てながら知識を結び付けて解く問題で、各学力層で差がついた

2022年度第３回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「数学Ⅱ・Ｂ」
受験者数： 187,494人
平均点： 50.7点
標準偏差： 18.8

第５問 サ

正解率 35.8％
SS65～70 89.9％
SS60～65 75.1％
SS55～60 55.5％
SS50～55 32.8％
SS４５～5０ 17.8％

【出典】 問題・集計結果データともに、2022年度「第３回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。

第５問 シス

正解率 29.8％
SS65～70 82.2％
SS60～65 64.3％
SS55～60 45.2％
SS50～55 26.4％
SS４５～5０ 14.6％

サ：2 シス：－1
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第３回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第５問の［サ］、［シス］は、図形についての複数の条件からベクトルの内積を求め
る問題です。既知の情報と未知の情報を見極め、未知の情報を得るためには何を
すればよいか見通しを立てることがポイントでした。状況に応じて適切に知識を使
いこなせたかどうかで、各学力層で差がつきました。
［サ］、［シス］は単純な内積の計算ではなく、必要な要素を条件から求めなくては
ならないため、正解率が［サ］35.8%、［シス］29.8%と低くなっています。［サ］で
はcos∠AOB(cos∠BOC)、［シス］ではAC、cos∠AOCが必要になります。また、
ベクトルの大きさを2乗することで内積を求めることもできます。
いずれの方法についても、方針を立てながら、条件に応じて知識を活用できるか
どうか、知識を結び付けて考察できるかどうかで差がついたと言えます。

共通テストでは、単に定理・公式を覚えているかだけでなく、与えられた情報に合
わせて知識を活用できるか、内積と余弦定理などの知識を関連づけて、方針を立
てられるかが問われます。特に、この問題のように図形の問題では、図形の形状か
ら必要な情報を読み取ることもポイントになります。
本番までの演習においては、既知の情報と未知の情報を見極めて方針を立てな
がら知識を活用する問題、図形の形状から条件を読み取る問題などに積極的に取
り組み、知識を活用する力や図形を把握する力を養成していくことが大切になりま
す。

結 果 分 析

指導の ご提案

第５問 サ、シス

見通しを立てながら知識を結び付けて解く問題で、各学力層で差がついた

数学Ⅱ・Ｂ


